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令和４年産「ゆめかおり」現地検討会を開催しました。

本コンソーシアムは農林水産省の「スマート農業実証プロジェクト」の一環で、（有）アグ
リ山﨑（坂東市勘助新田）を中心に、大学、企業および県関係機関が連携し、輸出用高品質米
での環境保全型スマート農業技術の実証に２年間取り組んできました。
坂東地域農業改良普及センターは、スマート農業技術が水稲生産と（有）アグリ山﨑の経営

に及ぼす影響を調査するとともに、技術別の目標達成を支援しました。特に、①スマート追肥
技術と②収穫同時すき込み技術の実証では、労働力、施肥コストを削減しつつ、収量を増加す
るという目標を達成できました。そのほかのコンソーシアムが掲げた技術別の目標も概ね達成
されました。また、2022年3月1日にスマート農業技術総括発表会をオンラインで開催し、
実証結果を全国的に広くPRしました。

アグリ山﨑コンソーシアムの取組紹介

アグリ山﨑スマート農業実証コンソーシアムで取り組んだスマート農業技術の例

③ラジコン草刈機 ④水管理省力化②収穫同時すき込み①スマート追肥

３月10日、茨城パン小麦栽培研究会の現地検討
会が開催され、生産者中心に関係者43名が出席し
ました。
研究会は、パン用小麦「ゆめかおり」の生産規模

拡大と品質維持に向け、栽培講習会や現地検討会を
開催し、技術の向上・研鑽に取り組んでいます。
今回の現地検討会では、常総市と守谷市の２ほ場

を巡回し、生育状況の確認を行い、当普及センター
から今後の栽培管理のポイントについて説明を行い
ました。

ほ場巡回後は(株)結ファームクラモチの作業場を見学
し、収穫後の調整作業を確認したほか、製粉会社各社
から小麦の流通情勢についてお話をいただきました。
研究会では、近年の国産小麦の需要拡大を受け、県

内広域で生産者を増やし、「ゆめかおり」の栽培面積
を拡大しています。産地の規模拡大に対応して、安定
した収量・品質を確保し、実需者の信頼を維持構築す
るため、普及センターでは、今後も関係機関と連携し
て、高品質な麦づくりを支援していきます。



５月 土壌診断実施日のお知らせ
５月１１日（水）、２５日（水）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受付は前日まで可能ですが、先着順となりますので、お早め
にお持ちください。電話等での予約は行っておりません。
・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断日となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記

森ファームが第10回茨城いちごグランプリで大賞を受賞しました！

今年度新規採用職員として坂東地域農業

改良普及センターに赴任となりました山本

知成と申します。わからないことだらけで

すが、先輩方をはじめ様々な方に支えられ

て成長していければと思います。よろしく

お願いいたします。（山本）

会計年度

荒川アグリが茨城県そば共進会で茨城県知事賞を受賞！

茨城県いちご経営研究会では、県産いちごの振興発展を目的に茨城いちごグランプリを開催していま
す。坂東地域からは古河市の(有)森ファームサービス（森雅美社長）が「紅ほっぺ」を出品、一般の部
において最上位の大賞を受賞しました。
森ファームは、米・そば・ジャガイモ・各種野菜を栽培されており、

いちごは栽培開始３年目です。高設ベンチで「紅ほっぺ」の他にも、
茨城県オリジナル品種「いばらキッス」、種子繁殖性の「よつぼし」
も栽培しています。
森ファームのいちごは、ゆるりの森のレストランや事務所、道の駅

等で販売しており、今年からはいちご狩りもできるようになりました。
新鮮ないちごを是非ご賞味ください！

今年度も引き続き、イネ縞葉枯病対策を行いましょう

イネ縞葉枯病の多発生を防ぐには、ヒメトビウンカを対象とした薬剤の育苗箱施用を行いましょう。
また、昨年度イネ縞葉枯病が多発生したほ場がある場合は、育苗箱施用と合わせて、本田防除（６月
中下旬頃）を行いましょう。なお、本田防除の適期は、病害虫防除所が５月末に発表する病害虫発生
予報６月号をご覧ください。防除対策のご相談は、お気軽に普及センターにお問い合わせください。

古河市の農業生産法人(株)荒川アグリが、令和３年度第３２回茨城県
そば共進会にて最優秀賞である茨城県知事賞を受賞しました。
荒川アグリでは、そばの安定生産のため、じゃがいもとの輪作による

残肥の活用や土づくりに取り組むほか、圃場により播種深度を調整し、
収量の安定化を図るなど栽培技術の向上・研鑽に取り組んでいます。
実需者ニーズに対応した黒化率のそばの提供や、付加価値づくりにも

取り組み、県内外のそば屋に多数販路を持っています。また、地域でそ
ば打ち指導やそば打ちの実演を行い、自宅でもそば祭りを開催するなど
「常陸秋そば」のPRも積極的に行っています。
地域のリーダーとして、今後もますますの発展が期待されます。

岩井の夏ネギが銘柄産地に再指定！

3月17日、坂東市岩井地区の夏ネギの
銘柄産地指定証交付式が行われました。
出荷組織はJA岩井園芸部で、主な出荷時
期は4～8月です。岩井地区の夏ネギの生
産量は全国でも有数を誇ります。最初の
指定は、昭和59年（1984年）であり、
産地としての安定した出荷量や高い品質
が評価され、今回再指定となりました。
夏ネギの主要産地として、今後もます

ますの発展が期待されます。 写真．認定証交付式の様子


